
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

令

和

四

年

度

に

お

け

る

第

五

種

共

同

漁

業

権

魚

内

水

面

漁

場

管

理

委

種

の

増

殖

に

つ

い

て

の

指

示

員

会

担

当

課

（

室

）

目

次

【

規

則

】

○

岡

山

県

財

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

会

計

課

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

郷

土

記

念

物

の

指

定

の

解

除

自

然

環

境

課

○

救

急

病

院

の

認

定

医

療

推

進

課

【

公

告

】

○

岡

山

県

自

然

環

境

保

全

審

議

会

か

ら

の

答

申

自

然

環

境

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

【

教

育

委

員

会

】

○

特

別

史

跡

旧

閑

谷

学

校

の

指

定

管

理

者

の

指

定

教

育

委

員

会

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

岡

山

県

公

報

令和３年１２月２８日 第１２３５７号



◎
岡
山
県
規
則
第
六
十
七
号

岡
山
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
財
務
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
の
告
示
等
）

知
事
は
、
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
納
付
受
託
者
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
指
定
納
付
受
託
者
が
取
り
扱
う
歳
入
（
法
第
二
百
三
十

第
五
十
六
条
の
二

五
条
の
四
第
三
項
に
規
定
す
る
歳
入
歳
出
外
現
金
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
歳
入
等
」
と
い
う

）
の
種
類
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

。

２

歳
入
等
の
納
付
に
関
す
る
事
務
に
係
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

３

法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
身
分
証
明
書
（
様
式
第
二
十
七
号
の
二
）
と
す
る
。

第
百
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

会
計
管
理
者
は
、
指
定
金
融
機
関
又
は
指
定
代
理
金
融
機
関
に
資
金
交
付
書
を
交
付
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
金
融
機
関
又
は
指
定
代
理
金
融
機
関
か
ら
受
領
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

会
計
管
理
者
は
、
指
定
金
融
機
関
に
資
金
振
替
書
を
交
付
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
金
融
機
関
か
ら
報
告
書
を
徴
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
二
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
削
る
。

別
表
第
八
中
「
第
二
百
三
十
八
条
第
四
号
」
を
「
第
二
百
三
十
八
条
第
一
項
第
四
号
」
に

「
第
二
百
三
十
八
条
第
五
号
」
を
「
第
二
百
三
十
八
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

、

別
表
第
九
の
四
の
項
２
中

「

資
金
交
付
書
送
達
受
託
簿

七
十

第
百
十
二
条

五
年

（2）

を

資
金
振
替
書
送
達
受
託
簿

七
十
一

第
百
十
二
条

五
年

（3）

支
出
日
計
簿

百
五
十
一

一
年

（4）

歳
出
簿

百
五
十
二

五
年

（5）

」

「

に
改
め
る
。

支
出
日
計
簿

百
五
十
一

一
年

（2）

歳
出
簿

百
五
十
二

五
年

（3）

」

様
式
第
二
十
七
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



（第56条の２関係）様式第27号の２

（表）

第 号

身分証明書

所 属

氏 名

生年月日 年 月 日

上記の者は，地方自治法（昭和22年法律第67号）第231条の２の６第３項の規

定により立入検査を行う職員であることを証明する。

年 月 日 発行

岡山県知事 印□

（裏）

地方自治法（抜粋）

（指定納付受託者の帳簿保存等の義務）

１・２略第231条の２の６

３ 普通地方公共団体の長は，前３条，この条及び第231条の４の規定を施行す

るため必要があると認めるときは，その必要な限度で，その職員に，指定納付

受託者の事務所に立ち入り，指定納付受託者の帳簿書類（その作成又は保存に

代えて電磁的記録の作成又は保存がされている場合における当該電磁的記録を

。） ， 。含む その他必要な物件を検査させ 又は関係者に質問させることができる

４ 前項の規定により立入検査を行う職員は，その身分を示す証明書を携帯し，

かつ，関係者の請求があるときは，これを提示しなければならない。

５ 第３項に規定する権限は，犯罪捜査のために認められたものと解してはなら

ない。

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



様
式
第
七
十
号
か
ら
様
式
第
七
十
四
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

様
式
第

号
か
ら
様
式
第

号
ま
で

7
0

7
4

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号 

 

岡
山
県
自
然
保
護
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
岡
山
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
郷
土
記
念
物
の
指
定
を
解
除
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

指
定
を
解
除
す
る
郷
土
記
念
物
の
位
置
及
び
名
称 

 

一 

位
置 
瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
二
八
六
〇
番
地 

 

二 

名
称 

善
福
寺
の
ツ
バ
キ 

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
十
四
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救

急
病
院
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

岡
村
一
心
堂
病
院

２

所
在
地

岡
山
市
東
区
西
大
寺
南
二

一

七

－
－

二

認
定
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
七
日

三

認
定
の
有
効
期
限

令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

重
井
医
学
研
究
所
附
属
病
院

２

所
在
地

岡
山
市
南
区
山
田
二
一
一
七

二

認
定
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
七
日

三

認
定
の
有
効
期
限

令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日

一

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

都
窪
郡
早
島
町
早
島
四
〇
六
六

二

認
定
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
七
日

三

認
定
の
有
効
期
限

令
和
六
年
十
二
月
二
十
六
日

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



〔
五
四
六
〕
岡
山
県
自
然
環
境
保
全
審
議
会
か
ら
次
の
と
お
り
答
申
が
あ
っ
た
。 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
一 
諮
問
年
月
日 

 
 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日 

二 

答
申
を
受
け
た
年
月
日 

 
 

令
和
三
年
十
一
月
二
十
九
日 

三 

諮
問
及
び
答
申
の
事
項 

 
 

郷
土
記
念
物
（
瀬
戸
内
市 

善
福
寺
の
ツ
バ
キ
）
の
指
定
解
除
に
つ
い
て 

四 

そ
の
他 

 
 

諮
問
及
び
そ
の
答
申
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
庁
県
政
情
報
室
及
び
岡
山

県
備
前
県
民
局
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



〔
五
四
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
岡
谷
字
池
ノ
内
七
二
七

四
、
七
二
七

五

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
門
田
三
八
五
ス
ル
ー
ス
Ｍ
．
Ａ
二
〇
二

野
﨑

達
朗

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
月
十
二
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
五
九
号

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



〔
五
四
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
井
手
字
西
延
五
〇
七

三

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
泉
四

二
〇

－

土
岩

大
輝

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
一
五
号

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



〔
五
四
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
山
崎
東
ノ
丁
二
八

五
、
二
八

九

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
中
庄
三
二
二
五

一
二
ア
ー
バ
ン
ハ
ー
ト
倉
敷
Ｂ
二
〇
二
号

－

大
菰

祐
樹

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
一
月
九
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
九
〇
号

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



〔
五
五
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
宿
字
寺
ノ
西
五
六
六

六
、
五
六
六

七

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

岡
山
市
中
区
高
屋
五
〇
九

一
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
Ｄ
棟
Ｄ
一
〇
二

－

藤
澤

尊
祥

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
八
月
三
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
七
号

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



〔
五
五
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
総
社
字
諸
上
東
一
一
六
七

一
、
一
一
六
七

七

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
西
中
新
田
二
五
九

四
ト
リ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ト
Ｂ
二
〇
六

－

平
松

聡

平
松
あ
ず
み

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
月
十
四
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
六
三
号

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
九
十
三
号 

 

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

 

大 
 

林 
 

裕 
 

一 

 

表
病
院
の
項
中
「
真
庭
市
落
合
垂
水
二
五
一
」
を
「
真
庭
市
上
市
瀬
三
四
一
」
に
改
め
、
表
老
人
ホ

ー
ム
の
項
中
「
真
庭
市
上
中
津
井
一
〇
七
一
―
一
」
を
「
真
庭
市
下
中
津
井
五
〇
五
」
に
改
め
る
。 

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
告
示
第
四
号

岡
山
県
青
少
年
教
育
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校
条
例
（
昭
和
四
十
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
六
号
）
第
十
四

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
四
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

一

管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

備
前
市
閑
谷
七
八
四
番
地

特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校

二

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

備
前
市
閑
谷
七
八
四
番
地

公
益
財
団
法
人
特
別
史
跡
旧
閑
谷
学
校
顕
彰
保
存
会

理
事
長

國
友

道
一

三

指
定
の
期
間

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和３年１２月２８日　岡山県公報　第１２３５７号



◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
権
魚
種
の
増
殖
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
指
示
す

る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

（

：k
g

：

）

令
和
４
年
度
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
権
魚
種
の
増
殖
指
示

単
位

た
だ
し

わ
か
さ
ぎ
は
卵
数
に
つ
い
て

単
位

万
粒

，

放
流

魚
種

代
替
措
置
可
能
魚
種

漁
業
協
同
組
合
名

漁
業
権
番
号

あ
ゆ

う
な
ぎ

ふ
な

あ
ま
ご

な
ま
ず

す
ぽ
ん

に
じ
ま
す

ぼ
ら

も
ろ
こ

わ
か
さ
ぎ

は
え

て
な
が
え
び

も
く
ず
が
に

（

）

漁
業
権
者
名

っ

1
,
2
2
0

5
0

3
0

1
0

5
0

3
0

80
5
0

内
共
第
１
号

吉
井

川
南

部
－

－
－

－
－

1
,
4
9
0

5
0

30
3
2
0

5
0

9
0

1
5

内
共
第
２
号

吉
野

川
－

－
－

－
－

－

1
,
5
7
0

4
0

2
0

3
0
0

1
0

1
0
0

1
0

内
共
第
３
号

吉
井

川
－

－
－

－
－

－

内
共
第
４
号

加
茂

郷
－

－
－

－
－

－
－

－
5
0
0

1
5

1
6
0

3
0

3
0

内
共
第
５
号

久
田

川
－

－
－

－
－

－
－

－
－

4
6
0

1
5

1
3
0

3
0

内
共
第
６
号

奥
津

川
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

3
2
0

2
2
0

,
4
4
0

5
0

4
0

1
0

1
0
0

1
0

内
共
第
７
号

旭
川

南
部

－
－

－
－

－
－

－
1

内
共
第
８
号

旭
川

中
央

－
－

－
－

－
－

－
1
,
7
40

1
0
0

1
5
0

4
8
0

1
0
0

5
0

内
共
第
９
号

湯
原

－
－

－
－

－
－

－
－

3
9
0

2
5

2
1
0

1
0
0

3
0

内
共
第

号
旭

川
北

－
－

－
－

－
－

－
－

1
0

3
9
0

2
0

3
8
0

1
5
0

3
0

1
1

3
,
1
5
0

9
0

6
0

2
0

15
0

7
5

内
共
第

号
高

梁
川

－
－

－
－

－
－

－

1
2

3
50

2
5

1
0

3
0

1
5

内
共
第

号
小

田
川

－
－

－
－

－
－

－
－

内
共
第

号
芳

井
町

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
3

3
5
0

1
5

3
0

1
4

1
,4
10

5
0

1
5

5
2
0

2
5

内
共
第

号
成

羽
川

－
－

－
－

－
－

－
1
5

2
5
0

1
0

2
5

5
5

25
内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
6

7

内
共
第

号
新

見
－

－
－

－
－

－
－

1
7

1
,9
8
5

3
5

5
6
0

30
0

5
0
0

5
0

内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
8

1
6
5

8
0

1
0
0

内
共
第

号
番

川
－

－
－

－
－

－
－

－
1
9

1
0

2
3
0

2
5

1
5

4
0

内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
－

2
0

5
1
0
0

2
5

5
1
0

内
共
第

号
児

島
湾

淡
水

－
－

－
－

－
－

－
－

2
1

75
1
,
0
9
0

4
5

1
6
0

4
5

内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
－

2
2

1
5

4
7
0

5
4
0

5

備
考

は
え

て
な
が
え
び
及
び
も
く
ず
が
に
に
つ
い
て
は

漁
業
権
番
号
ご
と
の
指
示
量
に
応
じ
て

次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
放
流
の
代
替
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

，
，

，
。
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(
1
)

（

）

産
卵
床
造
成

は
え

指
示

量
造
成
箇
所
数

造
成

基
準

箇
所

１
箇
所
当
た
り
約

㎡
の
造
成

k
g

5
0
0

１
１

5
0

～
で
約

の
増
殖
と
み
な
す

5
0
k
g

。
２

5
1

1
0
0

～

３
1
0
1

1
5
0

～

(
2
)

（

）

産
卵
床
造
成

て
な
が
え
び

指
示

量
造
成
束
数

造
成

基
準

束
ソ
ダ

束
の
造
成
で
約

の
k
g

1
0

1
2
k
g

1
2

1
0

増
殖
と
み
な
す
。

(
3
)

C

（

）

（

）

親
が
に
・

甲
幅
約
３
㎜
の
稚
が
に

放
流

も
く
ず
が
に

1

指
示

量
親
が
に
放
流
基
準

放
流
基
準

C
1

親
が
に

の
放
流

の
放
流

k
g

8
.
4
k
g

C
0
.
1
3
kg

1，
1
0

で
の
増
殖
と
み

で
の
増
殖
と
み
な

1
0
k
g

1
0
kg

な
す

す

。

。
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